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王
畿
の
経
学
三
澤
三
知
夫
専
修
大
学
文
学
部
兼
任
講
師
は
じ
め
に
今
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
王
畿
は
、
王
守
仁
の
思
想
の
祖
述
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
詳
細
に
見
て
い
く
と
、
た
と
え
ば
李
贄
は
「
然
れ
ど
も
龍
渓
先
生
の
五
六
十
年
、
其
の
師
説
を
守
り
て
少
し
も
改
変
せ
ざ
る
に
非
ず
、
亦
た
未
だ
必
ず
し
も
靡
然
と
し
て
風
に
従
ひ
一
に
此
に
至
る
に
あ
ら
ず
。
此
れ
則
ち
陽
明
先
生
の
幸
に
し
て
、
亦
た
天
下
万
世
の
大
幸
な
り
」（『
続
焚
書
』
巻
一
、
答
馬
歴
山
）
と
述
べ
、
王
畿
は
王
守
仁
の
思
想
の
祖
述
者
と
し
て
の
位
置
を
失
う
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、「
少
し
も
改
変
せ
ざ
る
に
非
ず
…
…
」
と
あ
る
か
ら
、
や
は
り
差
異
は
あ
る
と
李
贄
は
思
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
は
李
贄
の
意
見
に
従
う
こ
と
と
す
る
。
王
畿
と
王
守
仁
両
者
の
差
異
が
あ
ら
わ
れ
る
も
の
と
し
て
、「
河
図
洛
書
」・「
克
己
復
礼
」・「
格
物
」
が
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
。
以
下
そ
の
差
異
の
具
体
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
（
一
）
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明
の
大
儒
で
あ
る
呂
は
次
の
よ
う
に
朱
熹
の
易
占
筮
説
を
否
定
し
て
い
る
。
戴
光
問
「
易
卜
筮
如
何
？
」
先
生
曰
、「
易
専
言
正
心
、
修
身
、
斉
家
、
治
国
道
理
。
後
世
以
吉
凶
禍
福
言
、
便
小
看
了
易
。
易
、
変
易
以
従
道
也
。」（『

野
子
内
篇
』
巻
之
八
）（
戴
光
が
、「
易
を
卜
筮
と
す
る
の
は
ど
う
で
か
」、
と
問
う
た
。
呂
先
生
は
、「
易
は
も
っ
ぱ
ら
正
心
・
修
身
・
治
国
の
道
理
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
後
世
、
吉
凶
禍
福
を
述
べ
た
も
の
と
す
る
の
は
、
易
を
小
さ
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
易
は
変
易
で
あ
り
、
道
に
従
う
も
の
な
の
だ
。」）
ま
た
王
門
の
聶
豹
も
易
非
為
卜
筮
設
也
。（『
双
江
聶
先
生
文
集
』
巻
之
八
、「
寄
劉
両
峰
」）（
易
は
卜
筮
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。）
と
云
い
朱
熹
の
易
占
筮
説
を
否
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
王
門
の
内
外
に
お
い
て
反
易
占
筮
説
と
い
う
も
の
が
一
つ
の
流
れ
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
王
守
仁
に
お
い
て
は
蓍
固
是
易
、
龜
亦
是
易
（『
伝
習
録
』
上
、
第
五
一
条
）（
蓍
は
も
と
よ
り
易
で
あ
る
が
、
龜
も
ま
た
易
な
の
で
あ
る
。）
と
あ
る
よ
う
に
蓍
と
龜
を
持
ち
出
し
、
象
数
的
な
要
素
を
補
強
し
て
お
り
、
そ
の
『
易
』
解
釈
は
、
象
数
易
と
義
理
易
と
の
融
合
を
図
っ
た
朱
熹
の
そ
れ
と
同
方
向
と
見
ら
れ
る
。
朱
伯
崑
の
『
易
学
哲
学
史
』
に
お
い
て
も
、
王
守
仁
の
易
説
の
性
格
は
程
・
朱
説
の
折
衷
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
（
１
）
。
ま
た
守
仁
に
は
朱
熹
の
易
占
筮
説
・
河
図
洛
書
説
を
否
定
し
た
文
言
が
な
い
こ
と
か
ら
も
、
朱
伯
崑
の
説
が
首
肯
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
王
守
仁
の
易
説
の
中
に
は
反
朱
子
の
要
素
を
持
つ
も
の
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
次
に
そ
の
点
を
見
て
い
く
。
ま
ず
『
伝
習
録
』
下
、
第
四
七
条
に
お
い
て
問
易
朱
子
主
卜
筮
、
程
子
主
理
、
何
如
。
先
生
曰
卜
筮
是
理
、
理
亦
是
卜
筮
。
天
下
之
理
孰
有
大
於
卜
筮
者
乎
。
只
為
後
世
将
卜
筮
專
主
在
占
卦
上
看
了
、
所
以
看
得
卜
筮
似
小
筮
。（
易
に
お
い
て
朱
子
は
卜
筮
を
主
と
し
、
程
子
は
理
を
主
と
す
る
と
い
う
の
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
先
生
が
言
わ
れ
る
に
は
卜
筮
と
は
理
で
あ
る
し
、
理
と
は
卜
筮
で
あ
る
。
天
下
の
理
に
お
い
て
卜
筮
よ
り
大
な
る
も
の
が
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
後
世
に
お
い
て
は
卜
筮
を
47 王畿の経学（三澤）
も
っ
ぱ
ら
卦
を
占
う
も
の
と
見
た
た
め
、
卜
筮
と
は
そ
れ
ほ
ど
意
味
が
な
い
こ
と
と
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。）
と
述
べ
る
。
こ
の
引
用
部
分
が
な
ぜ
反
朱
熹
の
要
素
を
持
つ
か
と
い
え
ば
、
後
半
の
「
只
為
後
世
将
卜
筮
專
主
在
占
卦
上
看
了
、
所
以
看
得
卜
筮
似
小
筮
」
に
お
い
て
「
後
世
」
に
お
け
る
問
題
は
暗
に
朱
熹
自
身
の
易
説
に
基
因
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
か
ら
で
あ
る
。
次
に
あ
げ
る
も
の
は
よ
り
明
確
な
朱
子
批
判
で
あ
る
。
問
良
知
一
而
已
。
文
王
作
彖
、
周
公

爻
、
孔
子
賛
易
、
何
以
各
自
看
理
不
同
。
先
生
曰
、
聖
人
何
能
拘
得
死
格
、
大
要
出
於
良
知
同
、
便
各
爲
說
何
害
。（『
伝
習
録
』
下
、
第
九
三
条
）（
良
知
は
一
で
あ
る
。
文
王
は
彖
を
作
り
、
周
公
は
辞
を

け
、
孔
子
は
易
を
賛
し
た
が
、
ど
う
し
て
各
々
が
見
る
理
が
同
一
で
は
な
い
の
か
。
先
生
が
答
え
て
い
う
。
聖
人
は
ど
う
し
て
格
套
に
拘
束
さ
れ
よ
う
か
。
主
要
な
も
の
は
す
べ
て
良
知
に
あ
る
と
い
う
点
で
は
同
一
で
あ
り
、
各
々
が
説
を
為
そ
う
と
何
の
さ
わ
り
が
あ
ろ
う
か
。）
こ
の
条
の
質
問
者
の
問
い
は
朱
熹
の「
孔
子
之
易
、
非
文
王
之
易
。
文
王
之
易
、
非
伏
羲
之
易
。
伊
川
易
伝
又
自
是
程
氏
之
易
也
。」（『
朱
子
語
類
』
巻
第
六
十
七
、
第
三
条
）
を
念
頭
に
お
く
が
、
守
仁
は
そ
れ
ら
が
良
知
に
お
い
て
あ
る
と
い
う
点
で
一
で
あ
る
と
し
、
伏
羲
・
文
王
・
周
公
・
孔
子
の
四
聖
易
は
そ
れ
ぞ
れ
差
異
を
持
つ
と
主
張
す
る
朱
子
の
四
聖
説
（
２
）
を
否
定
し
て
い
る
。
易
占
筮
説
（
３
）
を
批
判
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、『
易
』
に
お
け
る
四
聖
の
解
釈
に
つ
い
て
明
確
に
反
朱
子
の
立
場
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
王
守
仁
の
こ
の
条
は
朱
子
の
四
聖
説
批
判
で
、
先
に
あ
げ
た
呂
・
聶
豹
の
易
占
筮
説
批
判
と
朱
子
批
判
と
い
う
点
で
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
朱
伯
崑
は
、
王
守
仁
の
易
解
に
つ
い
て
「『
五
経
憶
説
』
の
数
条
（
４
）
か
ら
見
れ
ば
、
王
守
仁
の
易
解
は
義
理
学
派
に
属
し
、
程
頤
の
『
易
伝
』
の
解
釈
を
引
用
し
、
発
展
さ
せ
て
い
る
（
５
）
」
と
し
、
ま
た
王
守
仁
が
「
山
東
郷
試
録
」
で
河
図
を
論
じ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
「『
易
学
啓
蒙
』
の
考
え
方
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
、
朱
熹
の
影
響
を
も
受
け
て
い
る
（
６
）
」」
と
す
る
。
つ
ま
り
朱
伯
崑
は
王
守
仁
の
朱
子
四
聖
説
批
判
を
さ
ほ
ど
重
く
見
ず
、
王
守
仁
の
易
理
解
は
朱
熹
の
枠
内
に
あ
る
と
見
る
の
で
あ
る
。
実
際
「
山
東
郷
試
録
」
を
見
る
と
『
易
学
啓
蒙
』（
以
下
『
啓
蒙
』
と
略
）
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
以
外
に
河
図
洛
書
に
つ
い
て
の
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ま
と
ま
っ
た
説
明
は
な
い
の
で
、
王
守
仁
の
河
洛
解
は
主
に
こ
こ
か
ら
覗
う
し
か
な
い
。
天
地
顕
自
然
之
数
、
聖
人
法
之
以
作
経
焉
。
甚
矣
、
経
不
徒
作
也
。
天
地
不
顕
自
然
之
数
、
則
聖
人
何
由
而
法
之
以
作
経
哉
。
大
伝
言
卜
筮
而
推
原
聖
人
作
易
之
由
、
其
意
蓋
謂
易
之
用
也
不
外
乎
卜
筮
、
而
易
之
作
也
則
法
乎
図
書
。
是
故
通
於
天
者
河
也
、
伏
羲
之
時
、
天
降
其
祥
、
龍
馬
負
図
而
出
、
其
数
則
以
五
生
数
統
五
成
数
而
同
居
其
方
、
是
為
数
之
体
焉
。
中
於
地
者
洛
也
、
大
禹
之
時
、
地
呈
其
瑞
、
神
亀
載
書
而
出
、
其
数
則
以
五
奇
数
統
四
偶
数
而
各
居
其
所
、
是
為
数
之
用
焉
。
図
書
出
矣
、
聖
人
若
何
而
則
之
。
彼
伏
羲
則
図
以
画
卦
、
虚
五
与
十
者
、
太
極
也
。
積
二
十
之
奇
、
而
合
二
十
之
偶
、
以
一
二
三
四
而
為
六
七
八
九
、
則
儀
象
之
体
立
矣
。
析
四
方
之
合
以
為
乾
坤
坎
離
、
補
四
隅
之
空
以
為
兌
震
巽
艮
、
則
八
卦
之
位
定
矣
。
是
其
変
化
無
窮
之
妙
、
何
莫
而
不
本
於
図
乎
。
大
禹
則
書
以
叙
疇
、
実
其
中
五
者
、
皇
極
也
。
一
五
行
而
二
五
事
、
三
八
政
而
四
五
紀
、
第
於
前
者
、
有
序
而
不
乱
也
。
六
三
徳
而
七
稽
疑
、
八
庶
徴
而
九
福
極
、
列
於
後
者
、
有
條
而
不
紊
也
。
是
其
先
後
不
易
之
序
、
何
莫
而
不
本
於
書
乎
。
吁
聖
人
之
作
易
、
其
原
出
於
天
者
如
此
、
而
卜
筮
之
用
所
以
行
也
歟
。
大
抵
河
図
・
洛
書
相
為
経
緯
、
八
卦
九
章
相
為
表
裏
。
但
伏
羲
先
得
乎
図
以
画
卦
、
無
所
待
於
書
。
大
禹
独
得
乎
書
以
叙
疇
、
不
必
考
於
図
耳
。
若
究
而
言
之
、
則
書
固
可
以
為
易
、
而
図
亦
可
以
作
範
、
又
安
知
図
之
不
為
書
、
書
之
不
為
図
哉
。
噫
、
理
之
分
殊
、
非
深
於
造
化
者
其
孰
能
知
之
。（『
王
文
成
公
全
書
』
巻
之
三
十
一
下
、「
山
東
郷
試
録
」
河
出
図
洛
出
書
聖
人
則
之
）（
天
地
は
自
然
の
数
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
り
、
聖
人
は
そ
れ
に
則
り
経
を
作
っ
た
。
経
は
で
た
ら
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
天
地
が
自
然
の
数
を
現
さ
な
け
れ
の
っ
と
っ
ば
、
聖
人
は
何
に
法
て
経
を
作
れ
ば
よ
い
の
か
。

辞
伝
で
は
卜
筮
に
つ
い
て
述
べ
、
聖
人
が
易
を
作
っ
た
意
図
を
推
し
量
っ
て
い
る
が
、

辞
伝
の
眼
目
は
お
そ
ら
く
、
易
の
は
た
ら
き
は
卜
筮
に
外
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
易
の
制
作
は
図
書
に
拠
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
天
に
通
ず
る
の
は
河
図
で
あ
り
、
伏
羲
の
時
、
天
が
前
兆
を
下
し
、
龍
が
河
か
ら
図
を
背
負
っ
て
現
れ
、
そ
の
数
は
五
行
の
生
数
（
一
・
二
・
三
・
四
・
五
）
が
五
行
の
成
数
（
六
・
七
・
八
・
九
・
十
）
を
統
べ
て
図
の
中
に
あ
り
、
数
の
体
で
あ
る
。
地
を
中
心
と
す
る
の
は
洛
で
あ
り
、
大
禹
の
時
に
、
地
が
瑞
象
を
呈
し
、
神
亀
が
書
を
背
負
っ
て
現
れ
、
そ
の
数
は
五
の
奇
数
（
一
・
三
・
五
・
七
・
九
）
が
四
の
偶
数
（
二
・
四
・
六
・
八
）
を
統
べ
て
、
各
々
し
か
る
べ
き
所
に
あ
り
、
数
の
用
で
あ
る
。
図
書
が
出
現
し
て
、
聖
人
は
ど
の
よ
う
に
そ
れ
ら
を
用
い
た
の
か
。
伏
羲
は
河
図
に
よ
っ
て
八
卦
を
作
っ
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た
が
、
中
央
を
虚
と
し
、
五
と
十
を
去
り
、
太
極
と
し
た
。
五
以
外
の
一
三
七
九
を
積
め
ば
二
十
の
奇
数
で
あ
り
、
十
以
外
の
二
四
六
八
を
積
め
ば
二
十
の
偶
数
で
あ
り
、
陽
儀
と
な
り
陰
儀
と
な
り
、
一
二
三
四
を
以
て
六
七
八
九
と
し
、
四
象
と
な
し
、
両
義
・
四
象
が
成
立
す
る
。
横
図
に
基
づ
き
、
十
数
を
主
と
し
て
説
け
ば
、
乾
坤
離
坎
は
南
北
東
西
の
正
位
の
卦
と
な
り
、
兌
震
巽
艮
は
乾
坤
離
坎
に
従
い
つ
き
、
八
卦
の
位
が
成
立
す
る
。
こ
の
極
ま
り
の
な
い
変
化
の
妙
が
、
ど
う
し
て
河
図
に
基
づ
か
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
大
禹
は
洛
書
に
よ
っ
て
九
疇
を
述
べ
た
が
、
そ
の
中
で
あ
る
五
を
実
と
し
、
皇
極
と
し
た
。
一
は
五
行
で
あ
り
二
は
五
事
で
あ
り
、
三
は
八
政
で
あ
り
四
は
五
紀
、
前
に
な
ら
ぶ
も
の
は
、
秩
序
が
あ
っ
て
乱
れ
な
い
。
六
は
三
徳
で
あ
り
七
は
稽
疑
で
あ
り
、
八
は
庶
徴
で
あ
り
九
は
福
極
で
あ
り
、
後
ろ
に
な
ら
ぶ
も
の
は
、
秩
序
が
あ
っ
て
乱
れ
な
い
。
こ
の
先
後
が
乱
れ
な
い
絶
対
な
る
秩
序
が
、
ど
う
し
て
洛
書
に
基
づ
か
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
あ
あ
聖
人
が
易
を
制
作
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
に
天
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
易
の
卜
筮
と
い
う
は
た
ら
き
が
生
ず
る
。
河
図
・
洛
書
は
経
緯
と
な
り
、
八
卦
と
九
章
は
表
裏
と
な
る
。
伏
羲
は
先
ず
河
図
を
得
て
か
ら
画
卦
し
た
の
で
あ
っ
て
、
洛
書
を
参
考
に
し
な
か
っ
た
。
大
禹
は
洛
書
を
得
て
か
ら
九
疇
を
述
べ
た
の
で
あ
っ
て
、
河
図
と
照
合
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
洛
書
も
固
よ
り
易
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
河
図
も
ま
た
範
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
ど
う
し
て
河
図
が
洛
書
で
な
く
、
洛
書
が
河
図
で
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
理
の
分
殊
は
、
深
く
造
化
の
根
本
を
究
め
た
も
の
で
な
け
れ
ば
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
（
７
）
。）
引
用
の
傍
線
部
分
は
重
要
な
部
分
で
あ
る
が
、
先
述
の
と
お
り
『
啓
蒙
』
本
図
書
第
一
を
な
ぞ
っ
て
い
る
。
傍
線
部
に
対
応
す
る
『
啓
蒙
』
の
部
分
を
次
に
あ
げ
て
お
く
。
な
お
現
代
語
訳
は
前
の
「
山
東
郷
試
録
」
を
参
考
に
す
れ
ば
明
ら
か
な
の
で
省
略
し
た
。
曰
然
則
聖
人
之
則
之
也
、
奈
何
。
曰
、
則
河
図
者
虚
其
中
、
則
洛
書
者
総
其
実
也
。
河
図
之
虚
五
與
十
者
太
極
也
、
奇
数
二
十
・
偶
数
二
十
者
両
儀
也
、
以
一
二
三
四
為
六
七
八
九
者
四
象
也
。
析
四
方
之
合
、
以
為
乾
坤
離
坎
、
補
四
隅
之
空
、
以
為
兌
震
巽
艮
者
八
卦
也
。
洛
書
之
実
、
其
一
為
五
行
、
其
二
為
五
事
、
其
三
為
八
政
、
其
四
為
五
紀
、
其
五
為
皇
極
、
其
六
為
三
徳
、
其
七
為
稽
疑
、
其
八
為
庶
徴
、
其
九
為
福
極
、
其
位
與
数
尤
曉
然
矣
。（『
易
学
啓
蒙
』
本
図
書
第
一
）
王
守
仁
の
「
山
東
郷
試
録
」
に
お
け
る
河
洛
解
は
『
啓
蒙
』
の
域
を
出
る
こ
と
は
な
い
と
言
え
よ
う
。
で
は
次
に
、
王
守
仁
の
河
洛
解
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と
王
畿
の
そ
れ
と
の
間
に
は
差
異
が
有
る
の
か
、
無
い
の
か
。
ま
た
も
し
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
の
か
、
検
討
し
て
い
く
。
王
畿
の
河
洛
解
は
「
河
図
洛
書
解
義
」
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
主
に
と
り
あ
げ
る
。
ま
ず
王
畿
の
「
河
図
洛
書
解
義
」
は
次
の
よ
う
な
問
い
か
ら
始
ま
る
。
或
曰
、「
河
図
為
順
、
洛
書
為
逆
、
一
順
一
逆
、
造
化
之
機
。
図
書
五
皆
居
中
、
一
皆
居
下
、
造
化
示
人
之
精
蘊
、
則
既
聞
命
矣
。
敢
問
伏
羲
則
河
図
以
画
卦
、
大
禹
則
洛
書
以
叙
疇
、
其
義
何
所
当
也
。（『
龍
渓
王
先
生
全
集
』
巻
之
八
、「
河
図
洛
書
解
義
」）（
あ
る
人
が
問
う
た
、「
河
図
は
順
で
あ
り
、
は
た
ら
き
洛
書
は
逆
で
あ
り
、
そ
の
一
が
順
、
一
が
逆
で
あ
る
の
が
造
化
の
機
で
あ
る
。
河
図
洛
書
と
も
五
が
中
央
に
あ
っ
て
、
一
が
下
に
あ
り
、
そ
の
造
化
の
機
は
人
に
示
さ
れ
た
精
粋
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
承
っ
て
い
る
。
聞
き
た
い
の
は
、
伏
羲
が
河
図
に
よ
っ
て
画
卦
し
、
大
禹
が
洛
書
に
よ
っ
て
九
疇
を
叙
し
た
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
っ
た
根
拠
が
あ
る
の
か
」
と
。
こ
の
問
い
に
対
し
、
王
畿
は
次
の
よ
う
に
答
え
る
。
先
生
曰
、「
易
曰
、『
河
出
図
、
洛
出
書
、
聖
人
則
之
』
是
図
書
皆
可
以
画
卦
也
。
天
地
之
間
、
不
過
一
陰
一
陽
、
五
行
而
已
。
陰
陽
之
変
、
不
可
勝
窮
。
陰
陽
之
純
、
則
為
乾
坤
、
陰
陽
之
雑
、
則
為
六
子
。イ
若
曰
某
点
為
奇
画
、
為
某
卦
、
某
点
為
偶
画
、
為
某
卦
、
一
一
比
而
則
之
、
則
幾
於
泥
矣
。
…
…
至
於
洛
書
所
陳
九
疇
、
皆
帝
王
治
天
下
之
大
経
大
法
。ロ
毎
疇
之
首
、
不
過
以
数
起
之
、
与
所
叙
之
疇
絶
無
関
渉
。
若
曰
、
羲
禹
画
卦
叙
疇
之
時
、
河
馬
洛
亀
適
至
、
聖
人
因
而
験
之
、
如
䒬
谷
律
呂
協
於
鳳
鳴
、
或
如
春
秋
成
而
麟
出
、
以
呈
其
端
、
理
或
有
之
。（『
龍
渓
王
先
生
全
集
』
巻
之
八
、「
河
図
洛
書
解
義
」）（
王
畿
が
答
え
た
、「
易
に
は
『
河
が
図
を
出
し
、
洛
が
書
を
出
し
、
聖
人
は
そ
れ
に
則
ら
れ
た
』（

辞
上
）
と
あ
る
が
、
河
図
・
洛
書
と
も
画
卦
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
天
地
の
間
は
一
陰
一
陽
・
五
行
の
み
に
す
ぎ
な
い
。
陰
陽
の
変
化
は
、
窮
め
つ
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
純
陰
・
純
陽
が
乾
坤
と
な
り
、
雑
陰
・
雑
陽
が
六
子
と
な
る
。
も
し
あ
る
も
の
を
数
え
て
奇
数
画
と
し
て
あ
る
卦
と
し
、
あ
る
も
の
を
数
え
て
偶
数
画
と
し
て
あ
る
卦
と
し
、
一
一
比
定
し
て
河
図
に
依
拠
す
る
の
は
、
拘
泥
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
…
…
洛
書
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
九
疇
に
至
っ
て
は
、
帝
王
が
こ
の
世
を
治
め
る
お
お
い
な
る
大
経
で
あ
り
お
お
い
な
る
大
法
で
あ
る
。
各
疇
の
最
初
に
、
数
を
置
く
の
は
、
そ
こ
か
ら
起
論
す
る
に
す
ぎ
ず
、
九
疇
そ
の
も
の
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か
な
の
内
容
と
は
関
係
が
な
い
。
も
し
䒬
谷
の
律
呂
が
鳳
の
鳴
き
声
に
協
い
、
あ
る
い
は
春
秋
が
完
成
し
た
の
で
麟
が
出
現
し
、
そ
の
端
を
呈
し
た
よ
う
に
、
伏
羲
が
画
卦
し
、
禹
が
叙
疇
す
る
時
に
、
河
馬
と
洛
亀
が
た
ま
た
ま
現
れ
た
の
で
、
聖
人
が
そ
れ
を
よ
く
調
べ
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
理
と
し
て
は
あ
り
得
る
こ
と
だ
ろ
う
。）
河
図
の
方
か
ら
見
て
い
く
と
、
傍
線
イ
の
「
某
点
為
奇
画
、
為
某
卦
、
某
点
為
偶
画
、
為
某
卦
、
一
一
比
而
則
之
、
則
幾
於
泥
矣
。」
は
明
ら
か
に
『
易
学
啓
蒙
』
説
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、
先
に
引
い
た
と
こ
ろ
の
傍
線
部
「
析
四
方
之
合
、
以
為
乾
坤
離
坎
、
補
四
隅
之
空
、
以
為
兌
震
巽
艮
者
八
卦
也
。」
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。『
啓
蒙
』
で
は
先
天
横
図
に
基
づ
き
、
十
数
を
操
作
し
、
九
六
七
八
を
乾
坤
離
坎
に
対
応
さ
せ
、
一
二
三
四
を
兌
震
巽
艮
に
対
応
さ
せ
て
い
る
。
王
畿
は
こ
の
よ
う
な
朱
熹
の
解
釈
は
穿
鑿
に
過
ぎ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
朱
熹
が
八
卦
と
河
図
を
結
ぼ
う
と
し
、
そ
の
間
を
縮
め
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
、
王
畿
は
朱
熹
と
は
逆
を
指
向
し
、
八
卦
と
河
図
を
離
間
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
洛
書
の
方
に
つ
い
て
見
る
と
、
傍
線
ロ
に
「
毎
疇
之
首
、
不
過
以
数
起
之
、
与
所
叙
之
疇
絶
無
関
渉
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
洛
書
の
方
位
は
九
で
あ
り
、
洪
範
の
類
も
九
で
あ
る
か
ら
、
九
と
い
う
点
で
共
通
す
る
と
し
、
洪
範
は
洛
書
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
い
う
『
啓
蒙
』
の
説
を
否
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
王
畿
の
河
洛
解
に
は
、
王
守
仁
よ
り
強
い
朱
子
批
判
の
要
素
が
明
ら
か
に
あ
る
。
し
か
し
「
河
図
洛
書
解
義
」
の
終
わ
り
に
は河
図
固
可
以
画
卦
、
亦
可
以
叙
疇
、
洛
書
固
可
以
叙
疇
、
亦
可
以
画
卦
、
庶
幾
不
失
図
書
之
本
旨
、
於
学
思
過
半
矣
。（『
龍
渓
王
先
生
全
集
』
巻
之
八
、
「
河
図
洛
書
解
義
」）（
河
図
は
画
卦
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
叙
疇
す
る
こ
と
も
で
き
、
洛
書
は
叙
疇
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
画
卦
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
図
書
の
本
旨
か
ら
ず
れ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
し
、
半
分
以
上
知
っ
た
こ
と
に
は
な
ろ
う
。）
と
あ
り
、
河
図
と
洛
書
は
互
用
で
き
る
と
す
る
点
で
は
朱
熹
・
王
守
仁
と
一
致
す
る
。
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特
筆
す
べ
き
は
王
畿
が
程
頤
の
「
兎
物
」
の
説
を
肯
定
的
に
引
く
点
に
あ
る
。「
兎
物
」
の
説
（「
兎
微
物
也
、
可
以
起
数
」）
と
は
、
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
第
十
八
、
一
六
四
条
に
「
聖
人
、
河
図
洛
書
を
見
て
八
卦
を
画
す
。
然
ら
ば
何
ぞ
図
書
を
必
せ
ん
、
只
だ
此
の
兎
を
看
て
、
亦
た
八
卦
を
作
る
べ
く
、
数
は
便
ち
此
の
中
に
起
こ
る
べ
し
」（
聖
人
見
河
図
・
洛
書
而
画
八
卦
。
然
何
必
図
・
書
、
只
看
此
兎
、
亦
可
作
八
卦
、
数
便
此
中
可
起
）
と
あ
る
の
を
ふ
ま
え
る
。
昔
儒
謂
、「
兎
微
物
也
、
可
以
起
数
」
乃
知
聖
人
胸
中
自
有
全
経
、
固
不
在
於
紛
紛
点
画
之
盈
縮
、
以
為
分
合
湊
補
也
。（『
龍
渓
王
先
生
全
集
』
巻
之
八
、
「
河
図
洛
書
解
義
」）（
先
儒
は
、「
兎
は
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
だ
が
、
数
を
起
こ
す
こ
と
は
で
き
る
」
と
言
っ
て
い
る
か
ら
、
聖
人
の
頭
の
中
に
こ
そ
全
て
の
経
が
あ
り
、
こ
ま
ご
ま
と
し
た
点
画
の
盈
縮
に
よ
っ
て
分
合
湊
補
す
る
こ
と
の
中
に
は
な
い
こ
と
を
見
て
と
っ
て
い
る
。）
え
が
つ
ま
り
、
ど
ん
な
物
に
も
陰
陽
の
象
と
陰
陽
の
数
が
在
る
か
ら
、
河
図
・
洛
書
が
無
く
て
も
、
八
卦
を
画
き
出
す
こ
と
は
で
き
る
と
い
う
の
が
王
畿
の
意
で
あ
る
。
八
卦
・
九
疇
の
根
拠
と
し
て
の
河
図
・
洛
書
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
く
な
る
と
い
う
の
が
王
畿
の
帰
結
と
な
る
。
朱
熹
・
王
守
仁
と
も
河
洛
を
否
定
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
王
畿
は
程
頤
の
言
を
引
き
、
河
洛
を
否
定
す
る
方
へ
向
か
っ
て
い
る
。（
二
）
王
畿
の
易
説
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
、「
乾
知
大
始
」（

辞
上
伝
）
の
解
釈
に
つ
い
て
の
王
畿
と
聶
豹
の
論
争
を
み
る
必
要
が
あ
る
（
８
）
。
次
に
引
く
王
畿
の
解
釈
に
対
し
て
聶
豹
が
疑
問
を
持
ち
、
論
争
が
は
じ
ま
る
。
な
お
王
畿
・
聶
豹
い
ず
れ
の
書
簡
か
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
ど
ち
ら
の
も
の
で
あ
る
か
を
先
頭
に
付
し
て
お
く
。
ま
た
解
釈
上
問
題
と
な
る
『
易
』
の
当
該
部
分
は
太
字
で
示
し
て
あ
る
。
大
哉
乾
元
、
万
物
資
始
、
乃
統
天
。（
乾
卦
彖
伝
）
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乾
道
成
男
、
坤
道
成
女
。
乾
知
大
始
、
坤
作
成
物
。
乾
以
易
知
、
坤
以
簡
能
。（

辞
上
伝
）
夫
乾
、
天
下
之
至
健
也
、
徳
行
恒
易
以
知
険
。
夫
坤
、
天
下
之
至
順
也
、
徳
行
恒
簡
以
知
阻
。（

辞
下
伝
）
﹇
王
畿
﹈
易
曰
乾
知
大
始
、
乾
知
則
良
知
、
乃
混
沌
初
開
第
一
竅
、
為
万
物
之
始
、
不
与
万
物
作
対
、
故
謂
之
独
。
以
其
自
知
、
故
謂
之
独
知
。
乾
知
者
剛
健
中
正
、
純
粋
精
也
。
七
徳
不
備
、
不
可
以
語
良
知
、
中
和
位
育
皆
従
此
出
、
統
天
之
学
、
首
出
庶
物
、
万
国
咸
寧
者
也
。（『
龍
渓
王
先
生
全
集
』
巻
之
六
、
「
致
知
議
略
」）（『
易
』
の

辞
上
伝
に
「
乾
知
大
始
」
と
あ
る
が
、
乾
知
と
は
良
知
で
あ
り
、
混
沌
を
最
初
に
突
き
破
っ
た
も
の
で
あ
り
、
万
物
の
始
ま
り
と
な
り
、
万
物
と
対
に
な
ら
な
い
か
ら
独
と
云
う
。
自
ら
が
自
ら
を
知
る
か
ら
独
知
と
云
う
。
乾
知
は
剛
健
中
正
で
あ
り
、
純
粋
に
し
て
精
な
る
も
の
で
あ
る
。
七
徳
が
備
わ
ら
な
け
れ
ば
良
知
と
は
云
え
ず
、
中
和
位
育
も
こ
こ
に
依
拠
し
、
統
天
の
学
と
は
、
万
物
の
首
と
な
り
、
万
国
が
み
な
安
ん
ず
る
こ
と
で
あ
る
。）
こ
こ
で
の
王
畿
の
主
張
は
、

辞
上
伝
の
「
乾
知
大
始
」
の
「
乾
知
」
と
は
良
知
で
あ
り
、
良
知
は
独
知
で
あ
り
、
万
物
と
対
に
な
ら
な
い
、
万
物
の
首
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
経
書
に
「
知
」
と
い
う
語
が
あ
れ
ば
良
知
と
解
釈
す
る
王
畿
独
特
の
読
み
で
あ
る
。
王
畿
の
読
み
に
従
っ
て
「
乾
知
大
始
」
を
訓
ず
れ
ば
「
乾
知
、
大
な
る
始
な
り
」
と
な
る
。「
統
天
」・「
首
出
庶
物
、
万
国
咸
寧
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
大
哉
乾
元
、
万
物
資
始
、
乃
統
天
」（
乾
卦
彖
伝
）・「
乾
道
変
化
、
各
正
性
命
。
保
合
大
和
、
乃
利
貞
。
首
出
庶
物
、
万
国
咸
寧
」（
同
じ
く
乾
卦
彖
伝
）
に
典
拠
を
も
つ
。
こ
れ
に
対
し
聶
豹
は
次
の
よ
う
に
云
う
。
﹇
聶
豹
﹈
本
義
云
、
乾
主
始
物
、
而
坤
作
成
之
。
已
似
於
経
旨
本
明
白
。
知
字
原
属
下
文
。
今
提
知
字
属
乾
字
、
遂
謂
乾
知
為
良
知
、
不
与
万
物
作
対
為
独
知
、
七
徳
咸
備
為
統
天
。
彖
曰
、
大
哉
乾
元
、
万
物
資
始
、
乃
統
天
。
是
以
統
天
賛
乾
元
、
非
賛
乾
也
。
及
以
下
文
照
之
、
則
曰
、
乾
以
易
知
、
坤
以
簡
能
。
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又
以
易
簡
為
乾
坤
之
徳
、
而
知
能
則
其
用
也
。
人
法
乾
坤
之
徳
、
至
於
易
簡
、
則
天
下
之
理
得
而
成
位
乎
其
中
。
他
又
曰
、
夫
乾
天
下
之
至
健
也
、
徳
行
恒
易
以
知
険
。
夫
坤
天
下
之
至
順
也
、
徳
行
恒
簡
以
知
阻
。
健
順
言
其
体
、
易
簡
言
其
徳
、
知
能
言
其
才
、
険
阻
言
其
変
、
能
説
能
研
言
聖
人
之
学
、
定
吉
凶
成
亹
亹
、
言
聖
人
之
功
用
。
六
経
之
言
、
各
有
攸
当
、
難
以
一
例
牽
合
也
。（『
双
江
聶
先
生
文
集
』
巻
之
十
一
、「
答
王
龍
渓
」）（『
本
義
』
で
は
、「
乾
知
大
始
」（

辞
上
伝
）
は
、
乾
が
物
を
始
め
る
こ
と
を
主
り
、
そ
の
次
に
坤
が
物
を
作
る
こ
と
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
経
の
意
に
近
い
の
は
明
か
で
あ
ろ
う
。
知
の
字
は
下
に
属
す
る
の
で
あ
る
（
動
詞
と
し
て
賓
語
を
も
つ
）。
あ
な
た
の
説
で
は
知
の
字
は
乾
の
字
に
属
し
、
「
乾
知
」
を
良
知
と
し
、
万
物
と
対
を
為
さ
な
い
独
知
で
あ
る
と
し
、
そ
こ
に
は
七
徳
が
全
て
備
わ
っ
て
い
る
か
ら
「
天
を
統
ぶ
る
」
と
す
る
。
彖
伝
に
は
「
大
な
る
か
な
乾
元
、
万
物
資
り
て
始
む
、
乃
ち
天
を
統
ぶ
」
と
あ
る
。
だ
か
ら
「
天
を
統
ぶ
」
と
は
乾
元
を
讃
え
た
の
で
あ
り
、
乾
を
讃
え
た
の
で
は
な
い
。「
乾
知
大
始
」
以
下
の
経
文
を
見
て
み
る
と
、

辞
上
伝
に
は
「
乾
は
易
を
以
て
知
り
、
坤
は
簡
を
以
て
能
く
す
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
「
易
」
は
た
ら
き
と
「
簡
」
を
乾
坤
の
徳
と
し
、「
知
」
と
「
能
」
を
乾
坤
の
用
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
人
が
乾
坤
の
徳
に
法
り
、「
易
」・「
簡
」
に
至
れ
ば
、
物
事
の
法
則
性
は
そ
の
中
に
成
り
立
ち
う
る
。
さ
ら
に

辞
下
伝
に
は
「
夫
れ
乾
は
天
下
の
至
健
な
り
、
徳
行
、
恒
に
易
に
し
て
以
て
険
を
知
る
。
夫
れ
坤
は
天
下
の
至
順
な
り
。
徳
行
、
恒
に
簡
に
し
て
以
て
阻
を
知
る
」
と
あ
る
。「
健
」
と
「
順
」
は
そ
の
体
を
云
い
、「
易
」
と
「
簡
」
は
そ
の
徳
を
云
い
、「
知
」
は
そ
の
才
を
云
い
、「
険
」
と
「
阻
」
は
そ
の
変
を
云
い
、「
夫
れ
乾
は
天
下
の
至
健
な
り
。
徳
行
、
恒
に
易
に
し
て
以
て
険
を
知
る
。
夫
れ
坤
は
天
下
の
至
順
な
り
。
徳
行
、
恒
に
簡
に
し
て
以
て
阻
を
知
る
」
の
後
文
の
「
能
く
之
を
心
に
説
び
、
能
く
之
を
慮
に
研
き
、
天
下
の
吉
凶
を
定
め
、
天
下
の
亹
亹
を
成
す
者
な
り
」
に
お
い
て
は
「
能
説
」
と
「
能
研
」
は
聖
人
の
学
を
い
い
、「
定
吉
凶
」
と
「
成
亹
亹
」
は
聖
人
の
功
用
を
い
う
。
六
経
の
言
は
そ
れ
ぞ
れ
意
が
異
な
り
、
一
例
を
他
の
も
の
に
あ
て
は
め
て
は
な
ら
な
い
。）
両
者
の
争
点
は
多
岐
に
わ
た
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
整
理
し
て
い
く
。
（
１
）「
乾
知
大
始
」
の
「
知
」
字
の
訓
に
つ
い
て
55 王畿の経学（三澤）
聶
豹
は
『
本
義
』
の
「
乾
は
物
を
始
む
る
を
主
る
」
と
解
釈
す
る
説
を
引
き
、「
知
字
、
原
と
下
文
に
属
す
」
と
云
い
、「
乾
知
大
始
」
の
「
知
」
字
は
主
る
意
で
あ
り
、
賓
語
を
持
つ
動
詞
と
す
る
。
王
畿
は
先
に
み
た
よ
う
に
「
乾
知
」
を
良
知
と
解
す
る
か
ら
「
知
」
字
を
名
詞
と
す
る
。
聶
豹
は
「
乾
知
大
始
」
を
「
乾
は
大
な
る
始
を
知
る
」
と
訓
じ
、
王
畿
は
「
乾
知
は
大
な
る
始
め
な
り
」
と
訓
じ
、
聶
豹
は
知
を
作
用
と
み
て
い
る
が
、
王
畿
は
知
を
本
体
と
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
聶
豹
の
依
拠
す
る
『
本
義
』
の
説
と
は
、『
本
義
』

辞
上
伝
、
第
五
に
「
知
は
猶
ほ
主
の
如
き
な
り
。
乾
は
物
を
始
む
る
を
主
り
、
坤
は
之
を
作
成
す
。
上
文
の
男
女
（
乾
道
成
男
、
坤
道
成
女
）
を
承
け
て
乾
坤
の
理
を
言
ふ
。
蓋
し
凡
そ
物
の
陰
陽
に
属
す
る
者
は
此
く
の
如
か
ら
ざ
る
莫
し
。
大
抵
、
陽
、
先
に
し
て
、
陰
、
後
な
り
。
陽
は
施
し
、
陰
は
受
く
」
と
あ
る
の
を
指
す
。
聶
豹
は
知
を
作
用
と
す
る
自
説
の
正
し
さ
を
証
す
る
為
に
「
乾
知
大
始
」（

辞
上
伝
）
の
す
ぐ
後
ろ
の
「
乾
以
易
知
、
坤
以
簡
能
」
（
乾
は
易
を
以
て
知
り
、
坤
は
簡
を
以
て
能
く
す
）
と

辞
下
伝
の
「
夫
乾
、
天
下
之
至
健
也
、
徳
行
恒
易
以
知
険
。
夫
坤
、
天
下
之
至
順
也
、
徳
行
恒
簡
以
知
阻
」（
夫
れ
乾
は
天
下
の
至
健
な
り
、
徳
行
、
恒
に
易
に
し
て
以
て
険
を
知
る
。
夫
れ
坤
は
天
下
の
至
順
な
り
、
徳
行
、
恒
に
簡
に
し
て
以
て
阻
を
知
る
）
を
根
拠
と
し
て
あ
げ
る
。「
乾
以
易
知
。
坤
以
簡
能
」
に
つ
い
て
は
、「
知
」
と
「
能
」
は
乾
と
坤
の
用
で
あ
り
、
体
で
は
な
い
と
解
釈
し
、「
夫
乾
、
天
下
之
至
健
也
、
徳
行
恒
易
以
知
険
。
夫
坤
、
天
下
之
至
順
也
、
徳
行
は
た
ら
き
恒
簡
以
知
阻
」
に
つ
い
て
も
、「
健
」
と
「
順
」
が
卦
体
、「
易
」
と
「
簡
」
が
卦
徳
、「
知
」
が
卦
（
の
）
才
云
々
と
し
、
や
は
り
「
知
」
は
乾
と
坤
の
体
で
は
な
く
、
用
で
あ
る
と
解
釈
し
、
王
畿
の
説
を
否
定
す
る
。
「
体
」・「
徳
」・「
才
」・「
変
」
は
易
学
用
語
で
あ
り
、「
体
」
は
卦
体
、「
徳
」
は
卦
徳
、「
才
」
は
卦
才
、「
変
」
は
卦
変
で
あ
る
。
（
２
）「
統
天
」
と
は
「
乾
元
」
の
は
た
ら
き
な
の
か
、「
乾
知
」
の
は
た
ら
き
な
の
か
？
聶
豹
は
「
大
哉
乾
元
。
万
物
資
始
、
乃
統
天
」（
乾
卦
彖
伝
）
の
「
統
天
」
の
解
釈
に
問
題
を
移
す
。
王
畿
は
「
乾
知
大
始
、
坤
作
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成
物
。」（

辞
上
伝
）
の
「
乾
知
」
と
「
大
哉
乾
元
、
万
物
資
始
、
乃
統
天
。」（
乾
卦
彖
伝
）
の
「
統
天
」
を
つ
な
ぎ
、「
乾
知
」
を
「
乾
元
」
と
し
、
そ
の
は
た
ら
き
と
し
て
天
を
統
べ
る
は
た
ら
き
が
あ
る
と
す
る
。「
乾
知
」
即
「
乾
元
」
と
し
て
、「
乾
元
」
の
み
な
ら
ず
「
乾
知
」
も
「
統
天
」
の
は
た
ら
き
を
も
つ
と
解
釈
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
聶
豹
は
、「
乾
知
大
始
、
坤
作
成
物
。」（

辞
上
伝
）
と
「
大
哉
乾
元
、
万
物
資
始
、
乃
統
天
。」（
乾
卦
彖
伝
）
を
つ
な
げ
ず
分
離
し
、「
乾
」
の
は
た
ら
き
「
知
」
と
「
乾
元
」
の
は
た
ら
き
を
区
別
し
、
乾
元
の
は
た
ら
き
の
方
が
よ
り
根
本
的
だ
と
す
る
。「
大
哉
乾
元
、
万
物
資
始
、
乃
統
天
。
是
以
統
天
賛
乾
元
、
非
賛
乾
也
。」（『
双
江
聶
先
生
文
集
』
巻
之
十
一
、「
答
王
龍
渓
」）
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、「
統
天
」
と
は
彖
伝
に
「
大
哉
乾
元
、
万
物
資
始
、
乃
統
天
。」
と
あ
る
と
お
り
「
乾
元
」
の
み
の
は
た
ら
き
で
あ
る
と
聶
豹
は
主
張
し
、「
統
天
」
と
は
「
乾
知
」
の
は
た
ら
き
で
も
あ
る
と
す
る
王
畿
の
解
釈
を
誤
り
と
す
る
。
（
３
）
一
義
性
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
王
畿
は
先
に
あ
げ
た
聶
豹
の
論
難
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
答
え
、
こ
の
一
連
の
議
論
を
し
め
く
く
る
。
﹇
王
畿
﹈
乾
知
大
始
、
大
始
之
知
、
混
沌
初
開
之
竅
、
万
物
所
資
以
始
。
知
之
義
本
明
、
不
須
更
訓
主
字
。
下
文
証
之
曰
、
乾
以
易
知
、
以
易
知
為
易
主
、
可
乎
。
此
是
統
天
之
学
。
賛
元
即
所
以
賛
乾
、
非
二
義
也
。
其
言
以
体
以
徳
以
才
以
変
以
学
以
功
用
、
雖
経
伝
所
有
、
屑
屑
分
疏
、
亦
渉
意
象
、
恐
非
易
簡
之
旨
。（『
龍
渓
王
先
生
全
集
』
巻
之
六
、「
致
知
議
辨
」）（『
易
』
の

辞
上
伝
の
「
乾
知
大
始
」
の
「
知
」
は
大
な
る
始
ま
り
の
知
で
あ
り
、
混
沌
を
最
初
に
突
き
破
っ
た
穴
で
あ
り
、
万
物
は
こ
こ
に
依
拠
す
る
。
知
の
意
は
は
っ
き
り
し
て
お
り
、『
本
義
』
の
よ
う
に
「
知
」
を
主
る
の
意
と
し
て
解
釈
す
る
必
要
は
な
い
。「
乾
知
大
始
」
以
下
の
文
が
そ
れ
を
証
し
て
い
る
。「
乾
以
易
知
」
の
「
易
知
」
と
は
易
の
主
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
統
天
の
学
で
あ
る
。
元
を
賛
す
る
こ
と
乾
を
賛
す
る
こ
と
で
あ
り
、
分
け
て
目
的
と
手
段
と
い
う
よ
う
に
二
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。『
易
』
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を
体
・
徳
・
才
・
変
・
学
・
効
・
用
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
し
て
説
く
の
は
、『
易
』
の
経
伝
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
は
い
え
、
些
細
な
こ
と
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
主
観
的
で
あ
っ
て
、
易
簡
の
原
則
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
。）
傍
線
部
の
「
賛
元
即
所
以
賛
乾
、
非
二
義
也
」
の
「
賛
元
即
所
以
賛
乾
」
と
は
聶
豹
が
先
の
書
簡
で
「
乾
」
と
「
乾
元
」
を
分
離
し
、
「
乾
元
」
を
よ
り
根
源
的
な
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
、
乾
元
と
乾
の
一
な
る
こ
と
を
主
張
す
る
。「
非
二
義
也
」
と
あ
る
の
は
王
畿
の
解
経
法
が
一
義
性
を
指
向
し
て
い
る
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
る
。
こ
の
一
連
の
議
論
に
お
い
て
王
畿
の
解
釈
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
乾
字
で
あ
れ
知
字
で
あ
れ
一
字
に
二
訓
を
持
た
せ
な
い
こ
と
に
帰
着
も
と
は
た
ら
き
す
る
。
聶
豹
の
よ
う
に
「
知
」
を
用
と
解
釈
す
れ
ば
、
体
と
し
て
の
「
知
」
と
、
用
と
し
て
の
「
知
」
と
い
う
か
た
ち
で
二
義
と
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
王
畿
は
「
乾
知
大
始
」
の
「
知
」
を
良
知
と
解
す
る
根
拠
を
「
乾
知
大
始
」
の
後
文
の
「
乾
以
易
知
」
に
求
め
る
。「
乾
以
易
知
」
の
「
易
知
」
を
「
易
の
主
」
と
解
し
、
そ
の
「
知
」
を
「
良
知
」
と
し
、
一
字
に
二
訓
す
べ
か
ら
ず
と
い
う
原
則
を
堅
持
し
て
い
る
。
聶
豹
は
「
乾
知
大
始
」
の
「
知
」
を
は
た
ら
き
と
す
る
か
ら
、
そ
れ
を
「
良
知
」
と
は
見
做
し
て
い
な
い
。
し
か
し
王
畿
の
説
に
従
え
ば
経
文
の
「
知
」
は
全
て
「
良
知
」
を
指
す
こ
と
に
な
る
か
ら
、
破
綻
を
き
た
す
こ
と
と
な
ろ
う
。
聶
豹
は
「
六
経
之
言
、
各
有
攸
当
、
難
以
一
例
牽
合
也
」（『
双
江
聶
先
生
文
集
』
巻
之
十
一
、「
答
王
龍
渓
」
傍
線
部
）
と
述
べ
て
、
か
か
る
王
畿
の
考
え
方
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
聶
豹
は
易
有
以
一
象
含
数
義
、
一
爻
該
数
事
、
故
体
此
卦
之
象
。（『
双
江
聶
先
生
文
集
』
巻
之
十
一
、「
答
王
龍
渓
」）（
易
の
一
つ
の
象
は
複
数
の
意
味
を
持
ち
、
一
つ
の
爻
は
複
数
の
事
を
あ
ら
わ
す
の
で
、
卦
の
象
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。）
と
述
べ
、『
易
』
の
経
文
の
意
は
基
本
的
に
は
複
数
あ
る
と
し
て
い
る
。
王
畿
は
『
大
学
』
の
、「
克
己
復
礼
」
の
「
己
」
と
「
格
物
」
の
「
物
」
の
解
釈
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
一
字
に
二
訓
す
べ
か
ら
ず
と
述
べ
て
い
る
が
、
次
に
そ
れ
ら
の
解
釈
を
見
て
み
た
い
。
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克
己
復
礼
に
つ
い
て
は
佐
野
公
治
氏
の
「
宋
以
降
の
思
想
史
的
展
望
へ
の
ノ
ー
ト
―
―
論
語
顔
淵
篇
首
章
の
解
釈
史
を
手
が
か
り
と
し
て
―
―
」（『
思
想
の
研
究
』
第
五
号
、
一
九
七
一
年
）
が
あ
る
（
以
降
、
佐
野
論
文
と
略
）。
こ
の
論
文
で
は
程
朱
の
克
己
復
礼
解
を
と
り
あ
げ
、
朱
熹
の
そ
れ
は
先
ず
「
克
己
」
の
「
己
」
を
私
欲
と
解
し
、
超
克
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
が
、
そ
の
後
で
「
由
己
」
の
「
己
」
を
仁
の
工
夫
の
実
践
主
体
と
解
す
る
か
ら
、「
克
己
」
の
「
己
」
と
「
由
己
」
の
「
己
」
に
異
訓
を
与
え
、
矛
盾
し
て
い
る
と
す
る
。
次
に
王
守
仁
の
克
己
復
礼
解
釈
を
見
て
み
よ
う
。
問
一
日
克
己
復
礼
、
天
下
帰
仁
。
朱
子
作
効
験
説
、
如
何
。
先
生
曰
、
聖
賢
只
是
為
己
之
学
、
重
工
夫
、
不
重
効
験
。
仁
者
以
万
物
為
体
、
不
能
一
体
只
是
己
私
未
忘
。
全
得
仁
体
則
天
下
皆
帰
於
吾
仁
。
就
是
八
荒
皆
在
我
闥
意
。
天
下
皆
與
其
仁
、
亦
在
其
中
。（『
伝
習
録
』
下
、
第
八
五
条
）（「
一
日
克
己
復
礼
す
れ
ば
、
天
下
、
仁
に
帰
す
」
に
つ
い
て
、
朱
熹
は
効
験
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
が
、
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。」
聖
賢
の
学
は
己
の
為
に
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
工
夫
を
重
ん
じ
、
効
験
を
重
ん
じ
な
い
。
仁
者
は
万
物
を
一
体
と
す
る
が
、
一
体
と
な
れ
な
い
の
は
自
己
の
私
が
ま
だ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
仁
の
本
体
を
得
さ
え
す
れ
ば
、
天
下
は
す
べ
て
自
己
に
帰
着
す
る
。
そ
れ
は
四
方
八
方
の
遠
い
地
が
自
己
の
門
の
敷
居
の
中
に
あ
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
天
下
が
そ
の
仁
で
あ
る
こ
と
を
ゆ
る
す
（
朱
熹
の
解
釈
）
こ
と
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
。）
王
守
仁
の
こ
の
解
釈
は
、
佐
野
論
文
が
指
摘
し
た
、
朱
熹
の
「
克
己
」
の
「
己
」
と
「
由
己
」
の
「
己
」
に
異
訓
を
あ
た
え
た
矛
盾
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
朱
注
で
は
「
一
日
克
己
復
礼
す
れ
ば
、
天
下
、
仁
に
帰
す
」
の
「
天
下
、
仁
に
帰
す
」
を
「
克
己
復
礼
」
の
効
験
と
し
、
具
体
的
に
は
天
下
の
人
が
仁
者
の
称
を
与
え
る
こ
と
と
し
、「
天
下
、
仁
を
ゆ
る
す
」
と
訓
ず
る
。
王
守
仁
は
そ
の
朱
熹
説
を
と
り
こ
ん
で
い
る
。
ま
た
「
聖
賢
只
是
為
己
之
学
、
重
工
夫
、
不
重
効
験
」
と
あ
る
か
ら
、
朱
熹
が
工
夫
と
効
験
と
い
う
二
元
で
解
釈
す
る
の
に
対
し
、
王
守
仁
は
朱
熹
の
枠
組
み
に
よ
り
か
か
り
な
が
ら
も
重
点
を
工
夫
の
方
に
移
し
て
い
る
。
次
に
王
畿
の
克
己
復
礼
解
釈
を
見
て
み
よ
う
。
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顔
淵
問
仁
、
子
曰
「
克
己
復
礼
為
仁
。
一
日
克
己
復
礼
、
天
下
帰
仁
焉
。
為
仁
由
己
、
而
由
人
乎
哉
。」
克
己
猶
云
修
己
、
是
克
治
之
意
。
己
即
「
由
己
之
己
」。
伝
以
己
身
之
私
、
既
克
去
之
、
又
欲
由
之
、
是
二
己
也
。「
天
下
帰
仁
」、
言
天
下
皆
帰
於
吾
仁
之
中
、
是
為
仁
之
功
、
非
与
之
以
効
言
也
。「
為
仁
由
己
」、
反
己
之
学
也
。
石
居
謂
、「
此
是
孔
門
心
学
、
克
己
、
克
心
之
己
、
復
礼
、
復
心
之
礼
。」
意
見
亦
好
。（『
龍
渓
王
先
生
全
集
』
巻
三
「
書
累
語
簡
端
録
」）（
顔
淵
が
仁
に
つ
い
て
問
う
と
、
孔
子
は
「
克
己
復
礼
を
仁
と
為
す
。
一
日
克
己
復
礼
す
れ
ば
、
天
下
仁
に
帰
す
。
仁
を
為
す
こ
と
己
に
由
る
。
而
し
て
人
に
由
ら
ん
や
」
と
答
え
た
。
克
己
と
は
己
を
修
め
る
と
い
う
意
に
近
く
、
克
治
の
意
で
あ
る
。
己
と
は
「
己
に
由
る
」
の
「
己
」
で
わ
た
く
し
あ
る
。
伝
で
は
己
と
は
身
体
と
い
う
私
で
あ
り
（『
集
注
』
巻
六
、
顔
淵
第
十
二
に
「
克
、
勝
也
。
己
、
謂
身
之
私
欲
也
」
と
あ
る
）、
ま
ず
そ
れ
を
克
去
し
た
後
で
、「
之
」（「
之
」
と
は
「
為
仁
由
己
」
の
「
己
」
を
指
す
）
に
由
ろ
う
と
す
る
の
は
、
二
つ
の
己
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。「
天
下
仁
に
帰
す
」
と
は
、
天
下
が
す
べ
て
我
が
仁
に
帰
着
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
仁
の
工
夫
で
あ
っ
て
、
天
下
の
人
が
仁
者
の
称
を
与
え
る
と
い
っ
た
効
験
を
説
い
た
も
の
で
は
な
い
。「
仁
を
為
す
こ
と
己
に
由
る
」
と
は
己
に
反
る
学
で
あ
る
。
石
居
は
言
っ
た
、「
こ
れ
は
孔
門
の
心
学
で
あ
る
、
克
己
と
は
心
の
己
か
え
に
克
つ
こ
と
で
あ
り
、
復
礼
と
は
心
の
礼
に
復
る
こ
と
で
あ
る
。」
こ
の
説
き
方
は
よ
い
。）
王
畿
の
こ
の
解
釈
は
、
朱
熹
の
「
克
己
」
の
「
己
」
と
「
由
己
」
の
「
己
」
に
二
訓
を
あ
た
え
た
矛
盾
を
指
摘
し
、「
己
」
に
二
義
は
な
い
と
し
、
そ
の
一
義
性
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
王
守
仁
の
解
釈
に
は
見
ら
れ
な
い
点
で
あ
る
。
ま
た
「
言
天
下
皆
帰
於
吾
仁
之
中
、
是
為
仁
之
功
、
非
与
之
以
効
言
也
」
と
あ
り
、「
天
下
帰
仁
」
を
「
天
下
、
之
に
仁
を
與
ふ
」
と
す
る
朱
熹
の
説
を
否
定
す
る
。
一
方
、
王
守
仁
は
こ
の
朱
熹
の
説
を
自
説
の
う
ち
に
と
り
こ
む
か
た
ち
で
肯
定
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
王
畿
は
王
守
仁
よ
り
明
快
に
朱
注
の
効
験
説
を
批
判
し
て
い
る
と
い
え
る
（
９
）
。
（
四
）
王
畿
の
格
物
説
を
見
る
前
に
、
格
物
の
一
般
的
解
釈
を
確
認
す
る
た
め
、
武
内
義
雄
の
所
説
を
聴
こ
う
。
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物
の
字
は
「
も
の
」
と
も
読
ま
れ
「
事
」
と
も
註
せ
ら
れ
る
が
、
又
「
法
」
の
意
に
も
使
は
れ
る
。
元
来
物
の
字
は
「
類
」
と
註
せ
ら
れ
る
が
、「
類
」
は
ま
た
「
法
」
と
註
せ
ら
れ
る
か
ら
、
物
は
直
ち
に
「
法
」
と
も
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
易
の
家
人
の
卦
に
「
言
有
物
、
行
有
恒
」
と
あ
る
物
は
法
の
意
で
あ
る
、
又
礼
記
の
哀
公
問
に
「
仁
人
不
過
乎
物
、
孝
子
不
過
乎
物
」
と
あ
る
物
も
道
徳
的
法
則
の
意
味
で
あ
る
、
…
…
従
つ
て
大
学
の
格
物
の
物
の
字
も
法
則
或
は
道
徳
法
の
意
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
大
学
に
謂
ゆ
る
「
人
君
と
な
り
て
は
仁
に
止
ま
り
、
人
民
と
な
り
て
は
敬
に
止
ま
り
、
人
父
と
な
り
て
は
慈
に
止
ま
り
、
人
子
と
な
り
て
は
孝
に
止
ま
り
、
国
人
と
交
わ
り
て
は
信
に
止
ま
る
」
と
は
則
ち
物
で
あ
る
。
格
の
字
は
、
或
は
「
正
す
」
と
よ
ま
れ
、
或
は
「
度
る
」
と
解
せ
ら
れ
る
が
「
至
る
」
と
よ
む
の
が
古
い
訓
で
あ
る
、
従
つ
て
大
学
の
格
物
は
「
物
に
至
る
」
と
よ
む
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
は
道
徳
的
法
則
に
通
達
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。（『
儒
教
の
精
神
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
九
年
）、
七
〇
頁
）
「
物
」
と
は
道
徳
的
法
則
の
謂
い
で
あ
る
と
す
る
。
対
し
て
王
畿
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
来
教
謂
「
諸
生
所
問
悪
外
物
且
不
可
、
況
欲
格
而
去
之
」、
亦
是
善
問
。
兄
必
欲
以
無
欲
証
之
、
謂
「
指
悪
外
物
之
物
、
為
父
母
人
倫
亦
在
其
中
、
非
吾
所
謂
専
以
為
物
欲
者
也
。
無
欲
須
於
人
倫
事
物
上
磨
、
豈
可
与
悪
外
物
之
物
同
乎
」
云
々
、
是
以
一
物
為
両
解
、
反
為
纏
繞
。
若
如
先
師
本
旨
、
人
倫
事
物
之
物
即
悪
外
物
之
物
、
本
非
二
義
。
在
人
倫
事
物
上
磨
、
格
其
不
正
以
帰
於
正
、
正
是
無
欲
工
夫
。
舜
明
於
庶
物
之
物
、
即
是
格
物
之
物
。
謂
之
「
明
」
者
、
致
其
良
知
而
無
所
蔽
也
。
兄
徑
以
物
字
作
欲
字
看
、
従
古
無
此
訓
釈
。
易
曰
「
乾
、
陽
物
也
、
坤
、
陰
物
也
」、
曰
「
復
、
小
而
弁
於
物
」、
曰
「
言
有
物
」、
曰
「
精
気
為
物
」、
記
曰
「
以
郷
三
物
教
万
民
」、
中
庸
曰
「
誠
者
物
之
終
始
」、
曰
「
為
物
不
弐
」、
皆
未
嘗
以
物
訓
欲
也
。
…
…
無
欲
之
物
不
礙
本
末
之
物
。
…
…
物
無
両
解
、
虚
心
善
観
、
本
自
明
白
。（『
龍
渓
王
先
生
全
集
』
巻
六
、「
格
物
問
答
原
旨
」）（「
諸
生
は
問
う
、
外
物
を
悪
む
こ
と
す
ら
不
可
な
の
に
、
ま
し
て
格
去
す
る
こ
と
な
ど
全
く
必
要
な
い
」
と
い
う
弟
子
（
諸
生
）
の
疑
問
を
お
手
紙
で
は
引
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
よ
い
問
い
で
あ
る
。
あ
な
た
は
『
無
欲
』
説
に
よ
っ
て
弟
子
（
諸
生
）
の
問
い
に
答
え
、「
君
た
ち
は
外
物
を
悪
む
の
物
を
解
し
て
、
父
母
人
倫
（
の
物
）
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
と
す
る
が
、
私
（
王
敬
所
）
は
も
っ
ぱ
ら
物
を
欲
と
考
え
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
無
欲
（
の
物
）
と
は
人
倫
事
物
の
上
で
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ど
う
し
て
外
物
を
悪
む
の
物
と
同
じ
で
あ
ろ
う
か
」
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
一
語
に
二
義
を
あ
た
え
、
わ
か
り
づ
ら
い
。
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先
師
の
説
は
、
人
倫
事
物
の
物
は
外
物
を
悪
む
の
物
で
あ
り
、
二
義
で
は
な
い
。
人
倫
事
物
の
上
で
お
こ
な
い
、
不
正
を
格
し
て
正
に
か
え
る
の
が
ま
さ
に
無
欲
の
工
夫
で
あ
る
。『
孟
子
』
の
「
舜
明
於
庶
物
」
の
物
は
格
物
の
物
で
あ
る
。「
明
」
と
い
う
の
は
良
知
を
致
し
て
完
き
こ
と
で
あ
る
。
あ
な
た
は
物
即
ち
欲
と
解
し
て
い
る
が
、
以
前
に
も
そ
の
よ
う
な
解
釈
は
な
い
。『
易
』
の
「
乾
、
陽
物
也
、
坤
、
陰
物
也
」・「
復
、
小
而
弁
於
物
」・「
言
有
物
」・「
精
気
為
物
」、『
礼
記
』
の
「
以
郷
三
物
教
万
民
」、『
中
庸
』
の
「
誠
者
物
之
終
始
」・「
為
物
不
弐
」、
す
べ
て
「
物
」
を
「
欲
」
と
読
ん
で
い
な
い
。
…
…
無
欲
の
物
は
本
末
の
物
と
矛
盾
し
な
い
。
…
…
物
に
二
義
は
無
く
、
虚
心
に
読
め
ば
、
明
ら
か
な
は
ず
だ
。）
こ
の
「
格
物
問
答
原
旨
」
は
王
畿
と
王
敬
所
と
の
格
物
を
め
ぐ
る
対
論
で
あ
る
。
最
初
の
部
分
に
「
兄
（
王
敬
所
の
こ
と
）
必
欲
以
無
欲
証
之
」
と
あ
り
、
こ
の
「
格
物
問
答
原
旨
」
で
は
「
無
欲
」
と
い
う
語
が
重
要
で
あ
る
。「
兄
徑
以
物
字
作
欲
字
看
、
従
古
無
此
訓
釈
」
と
あ
る
か
ら
、
王
畿
は
、
王
敬
所
が
「
物
」
を
専
ら
「
欲
」
と
訓
じ
て
い
る
と
見
做
し
て
こ
と
が
わ
か
る
。
王
敬
所
の
い
う
「
無
欲
」
と
は
「
無
欲
須
於
人
倫
事
物
上
磨
」
と
あ
っ
て
「
磨
」
く
こ
と
で
あ
る
か
ら
、「
欲
」
を
「
無
」
み
す
る
こ
と
と
な
る
。
王
敬
所
は
「
指
悪
外
物
之
物
、
為
父
母
人
倫
亦
在
其
中
、
非
吾
所
謂
専
以
為
物
欲
者
也
」
と
言
い
、
物
を
一
義
的
に
「
欲
」
と
見
て
い
る
の
で
は
な
い
と
主
張
し
、
さ
ら
に
続
け
て
「
無
欲
須
於
人
倫
事
物
上
磨
、
豈
可
与
悪
外
物
之
物
同
乎
」
と
あ
る
か
ら
、
王
敬
所
の
解
釈
で
は
「
物
」
に
、「
外
物
を
悪
む
」
の
「
物
」
と
「
人
倫
事
物
」
の
「
物
」
と
い
う
二
義
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
と
王
畿
は
理
解
し
て
い
る
。「
如
先
師
本
旨
、
人
倫
事
物
之
物
即
悪
外
物
之
物
、
本
非
二
義
」
と
あ
り
、
師
の
王
守
仁
の
説
に
お
い
て
「
外
物
を
悪
む
」
の
「
物
」
と
「
人
倫
事
物
」
の
「
物
」
は
同
一
で
あ
る
と
王
畿
は
主
張
し
、
師
説
を
根
拠
に
王
敬
所
を
論
難
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
師
説
と
は
、「
物
」
を
「
虚
位
」
と
す
る
『
伝
習
録
』
上
、
第
一
〇
二
条
の
「
曰
く
、
然
ら
ば
則
ち
善
悪
全
く
物
に
在
ら
ざ
る
や
。
曰
く
、
只
だ
汝
の
心
に
在
り
。
理
に
循
ふ
は
便
ち
是
れ
善
に
し
て
、
気
に
動
く
は
便
ち
是
れ
悪
な
り
。
曰
く
、
畢
竟
物
に
善
悪
無
き
や
。
曰
く
、
心
に
在
り
て
此
の
如
く
な
れ
ば
、
物
に
在
り
て
も
亦
た
然
り
」
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
「
先
師
本
旨
、
人
倫
事
物
之
物
即
悪
外
物
之
物
、
本
非
二
義
」
と
し
て
、
王
守
仁
に
お
け
る
「
物
」
が
一
義
で
あ
る
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と
す
る
理
解
は
王
畿
の
読
み
込
み
に
か
か
る
も
の
で
あ
っ
て
、
王
守
仁
の
真
意
と
ず
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
整
理
す
れ
ば
、
王
畿
は
物
に
二
義
無
し
と
す
る
。
弟
子
（
諸
生
）
は
「
悪
外
部
」
の
「
物
」
の
中
に
「
人
倫
事
物
」
の
「
物
」
も
含
ま
れ
る
と
す
る
。
王
敬
所
は
弟
子
（
諸
生
）
の
考
え
方
に
与
せ
ず
、「
悪
外
部
」
の
「
物
」
と
「
人
倫
事
物
」
の
「
物
」
を
別
け
て
考
え
、
二
義
と
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
王
畿
は
物
の
一
義
性
を
主
張
し
て
い
る
。
武
内
義
雄
の
「
物
」
と
は
道
徳
的
法
則
で
あ
る
と
い
う
主
張
と
、
王
畿
の
一
義
性
と
は
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
王
畿
の
「
新
安
斗
山
書
院
会
語
」（『
龍
渓
王
先
生
全
集
』
巻
七
）
に
は
認
物
為
理
、
則
為
太
過
、
訓
物
為
欲
、
則
為
不
及
。（
物
を
理
と
す
れ
ば
は
な
は
だ
過
ぎ
、
物
を
欲
と
す
れ
ば
及
ば
な
い
。）
と
あ
り
、
ま
た
「
大
学
首
章
解
義
」（『
龍
渓
王
先
生
全
集
』
巻
八
）
に
は
「
良
知
の
感
応
、
之
を
物
と
謂
ふ
」
と
あ
っ
て
武
内
義
雄
の
「
物
」
と
王
畿
の
「
物
」
と
の
間
に
は
隔
た
り
が
あ
る
。
お
わ
り
に
河
図
洛
書
に
つ
い
て
は
朱
熹
か
ら
ど
れ
だ
け
距
離
を
取
る
か
で
、
王
守
仁
と
王
畿
の
解
釈
は
大
き
く
別
れ
る
。
ま
た
「
克
己
復
礼
」
と
「
格
物
」
の
解
釈
に
お
い
て
「
己
」
と
「
物
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
一
義
性
を
説
く
王
畿
の
解
釈
は
、
単
な
る
心
学
的
解
釈
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
心
学
的
解
釈
と
い
う
の
は
「
己
」
を
「
心
之
己
」
と
解
し
、「
物
」
を
「
心
之
物
」
と
解
す
る
も
の
で
あ
り
、「
心
」
と
い
う
「
物
」
を
離
れ
て
、「
己
」
と
い
う
概
念
も
「
物
」
と
い
う
概
念
も
成
り
立
た
な
い
と
す
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
本
稿
（
二
）
で
と
り
あ
げ
た
よ
う
に
、『
易
』
の
「
知
」
字
解
釈
で
、
聶
豹
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
知
」
字
一
字
一
字
に
複
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数
の
義
が
あ
る
と
い
う
の
に
対
し
、
王
畿
は
一
字
一
訓
、
つ
ま
り
「
知
」
字
の
意
は
一
の
み
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
単
な
る
解
釈
上
の
差
異
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
聶
豹
の
解
釈
は
複
数
の
中
か
ら
一
を
選
択
し
、
そ
れ
を
聖
人
の
意
と
認
定
す
る
も
の
に
な
る
こ
と
で
も
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
一
と
は
複
数
の
中
の
一
で
あ
り
、
数
的
区
別
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
王
畿
の
一
と
は
、「
知
」
字
の
解
釈
に
お
い
て
解
釈
す
る
も
の
の
心
と
聖
人
の
意
と
が
一
と
な
っ
て
現
成
し
て
い
る
こ
と
を
言
い
、
数
的
区
別
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
全
て
の
も
の
が
在
る
一
で
あ
る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
聶
豹
の
、
複
数
か
ら
の
選
択
と
い
う
方
法
は
、
世
界
が
全
体
と
し
て
は
完
全
で
は
な
く
、
本
質
的
の
も
の
は
そ
の
部
分
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
う
世
界
観
に
基
づ
く
。
な
お
聶
豹
の
こ
の
よ
う
な
方
法
は
聶
豹
の
み
の
も
の
で
は
な
く
、
程
頤
・
朱
熹
に
も
同
じ
よ
う
に
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
王
畿
の
一
義
性
の
原
則
は
、「
格
物
」
の
「
物
」
の
解
釈
に
も
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。（
四
）
で
見
た
よ
う
に
「
物
」
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
一
義
性
を
そ
の
原
則
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
物
を
「
心
上
よ
り
説
く
」
の
は
陽
明
学
の
家
法
で
あ
り
、
王
畿
も
そ
の
よ
う
な
心
学
的
解
釈
を
踏
襲
す
る
。
が
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
、「
理
」・「
欲
」
と
い
っ
た
物
の
定
性
の
存
在
を
否
定
し
、
物
の
性
質
は
、
良
知
と
物
の
感
応
の
在
り
方
に
よ
っ
て
の
み
決
定
さ
れ
る
と
す
る
一
義
性
の
原
則
が
打
ち
た
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
王
守
仁
が
一
を
説
く
場
合
、「
克
己
復
礼
」
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
あ
い
ま
い
さ
が
あ
る
。
そ
れ
は
過
程
と
結
果
を
分
離
し
て
説
く
朱
熹
の
方
法
に
対
し
て
の
よ
り
か
か
り
が
ま
だ
見
ら
れ
、
過
程
と
結
果
と
の
混
乱
が
み
ら
れ
る
。
王
畿
の
解
釈
は
一
義
性
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
可
能
性
を
一
掃
し
て
い
る
。
注（１
）
朱
伯
崑
『
易
学
哲
学
史
』
第
三
巻
（
華
夏
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）、
第
八
章
第
三
節
、
二
、
王
畿
的
易
説
。
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（
２
）
朱
熹
の
四
聖
説
と
は
、
伏
羲
・
文
王
・
周
公
・
孔
子
の
四
聖
易
に
は
独
自
性
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
他
の
四
聖
易
や
易
全
体
に
回
収
さ
れ
な
い
と
い
う
も
の
。
須
是
将
伏
羲
画
底
卦
做
一
様
看
、
文
王
卦
底
一
様
看
。
文
王
周
公
説
底
彖
象
一
様
看
、
孔
子
説
底
一
様
看
。
王
輔
嗣
伊
川
説
底
各
做
一
様
看
。（『
朱
子
語
類
』
巻
第
六
十
七
、
第
四
条
）（
伏
羲
の
画
し
た
卦
は
一
つ
の
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
文
王
の
卦
も
一
つ
の
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
王
・
周
公
の
彖
・
象
も
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
孔
子
の
説
も
一
つ
の
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）
要
は
四
つ
の
易
間
に
お
け
る
差
異
を
重
視
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
（
３
）
朱
熹
の
易
占
筮
説
と
は
、『
易
』
の
眼
目
が
占
筮
に
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
『
易
』
自
身
の
内
容
に
よ
っ
て
証
さ
れ
る
と
い
う
も
の
。
易
本
是
卜
筮
之
書
、
卦
辞
・
爻
辞
無
所
不
包
、
看
人
如
何
用
。（『
朱
子
語
類
』
巻
第
六
十
七
、
第
二
三
条
）（
易
は
も
と
も
と
卜
筮
の
書
で
あ
り
、
卦
爻
辞
が
包
摂
し
な
い
も
の
は
な
く
、
占
者
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
を
待
っ
て
い
る
。）
（
４
）
守
仁
の
『
易
』
解
釈
と
し
て
、「
五
経
憶
説
」
に
は
恒
・
遁
・
晋
の
三
卦
の
解
釈
が
あ
る
。
こ
の
三
卦
の
解
釈
の
み
が
な
ぜ
残
っ
た
の
か
、
も
し
く
は
三
卦
し
か
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
高
予
遠
「
王
陽
明
龍
場
三
卦
臆
説
」（『
中
国
哲
学
研
究
』
２
０
０
７
年
第
４
期
）・
朱
曉
鵬
「
王
陽
明
龍
場
易
論
的
思
想
主
旨
」（『
哲
学
研
究
』
２
０
０
８
年
第
６
期
）
が
考
察
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
三
卦
が
龍
場
で
の
大
悟
の
内
容
を
表
現
し
て
い
る
か
ら
だ
と
す
る
。
（
５
）
朱
伯
崑
『
易
学
哲
学
史
』
第
三
巻
（
華
夏
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）、
第
八
章
第
三
節
、
二
、
王
畿
的
易
説
。
（
６
）
朱
伯
崑
『
易
学
哲
学
史
』
第
三
巻
（
華
夏
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）、
第
八
章
第
三
節
、
二
、
王
畿
的
易
説
。
（
７
）
こ
の
部
分
の
訳
は
、
榊
原
篁
洲
『
易
学
啓
蒙
諺
解
大
成
』（『
漢
籍
国
字
解
全
書
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
二
六
年
）
第
三
巻
所
収
）
を
参
考
に
し
た
。
（
８
）
牟
宗
三
氏
は
「
乾
知
大
始
」（

辞
上
伝
）
を
、
王
畿
の
如
く
直
接
に
、「『
創
造
原
則
』
と
し
て
の
『
乾
知
大
始
』
と
変
換
（
解
釈
）
す
る
の
は
『
疏
闊
』（
周
到
に
し
て
細
密
で
は
な
い
）で
あ
る
が
、『
引
伸
』し
た
も
の
と
み
れ
ば
よ
い
と
す
る
」（『
従
陸
象
山
到
劉
山
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
２
０
０
１
年
）、
２
４
６
頁
）。
し
か
し
「
引
伸
」
し
た
と
す
る
と
王
畿
の
解
釈
と
原
文
の
間
に
は
ず
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
な
お
福
田
殖
氏
も
「
王
龍
渓
と
聶
双
江
」（
二
松
学
舎
大
学
陽
明
学
研
究
所
『
陽
明
学
』
８
、
一
九
九
六
年
）
に
お
い
て
牟
宗
三
氏
の
『
従
陸
象
山
到
劉
山
』
の
議
論
を
参
照
し
、
王
守
仁
の
思
想
を
受
け
継
ぐ
も
の
は
王
畿
・
羅
近
渓
で
あ
っ
て
聶
豹
で
は
な
い
と
い
う
牟
宗
三
氏
の
結
論
を
肯
定
す
る
が
、「
乾
知
大
始
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
氏
が
あ
る
意
味
で
聶
豹
の
肩
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
（
９
）
「
克
己
復
礼
」
に
関
し
て
は
、
楊
簡
も
王
畿
と
同
じ
よ
う
に
「
己
」
字
に
二
義
は
な
い
と
説
く
。
太
字
は
『
論
語
』
原
文
で
あ
る
。
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顔
淵
問
仁
。
子
曰
克
己
復
礼
為
仁
。
一
日
克
己
復
礼
、
天
下
帰
仁
焉
。
仁
由
己
而
由
人
乎
。
大
哉
克
己
復
礼
之
訓
乎
。
由
孔
子
而
来
至
於
今
千
有
余
歳
、
学
者
罕
有
知
其
解
者
。
知
其
解
者
、
大
道
在
我
矣
。
克
有
二
訓
、
能
也
、
勝
也
。
左
氏
謂
楚
霊
王
不
能
自
克
継
。
以
克
己
復
礼
之
言
為
証
、
是
謂
克
為
勝
而
未
必
孔
子
本
旨
果
爾
也
。
以
顔
子
粋
然
之
質
加
以
屢
空
之
学
、
雖
未
能
至
於
無
過
、
過
亦
微
矣
。
何
俟
於
克
而
勝
之
也
。
詩
書
所
載
多
以
克
為
能
。
況
此
孔
子
又
継
曰
、
為
仁
由
己
、
殊
無
克
勝
其
己
之
意
。
且
一
己
字
無
二
義
也
。
大
哉
己
乎
、
由
孔
子
而
来
至
於
今
千
有
余
歳
、
知
其
解
者
鮮
矣
。
己
本
無
過
、
本
與
天
地
為
一
、
亦
能
範
囲
天
地
、
亦
能
発
育
事
物
、
不
独
聖
人
有
此
。
夫
人
皆
然
。
堯
舜
與
人
同
爾
。
孔
子
曰
、
心
之
精
神
是
謂
聖
。
孟
子
亦
曰
、
仁
人
心
也
。（『
慈
湖
遺
書
』
巻
之
十
一
、
家
記
五
、
論
論
語
下
）（
偉
大
な
る
か
な
、
克
己
復
礼
の
教
え
は
。
孔
子
よ
り
今
に
至
る
千
有
余
年
、
学
ぶ
者
が
、
克
己
復
礼
が
何
で
あ
る
か
を
知
る
の
は
ま
れ
で
あ
る
。
そ
の
何
で
あ
る
か
を
知
れ
ば
大
道
は
自
己
の
中
に
在
る
。「
克
」
字
に
は
二
義
が
あ
り
、「
能
」
と
「
勝
」
で
あ
る
。『
左
氏
伝
』
昭
公
十
二
年
十
月
に
は
、
楚
の
霊
王
が
克
己
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
あ
り
（
王
揖
而
入
、
饋
不
食
、
寝
不
寐
、
数
日
、
不
能
自
克
、
以
及
於
難
。
仲
尼
曰
、
古
也
有
志
、
克
己
復
礼
、
仁
也
。
信
善
哉
。
楚
霊
王
若
能
如
是
、
豈
其
辱
於
乾
溪
）、「
克
己
復
礼
」
の
証
と
さ
れ
、
こ
の
「
克
」
は
「
勝
」
の
意
で
あ
ろ
う
が
、
孔
子
の
本
旨
で
あ
る
か
と
い
え
ば
そ
う
言
い
切
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
顔
子
の
純
粋
な
る
素
質
に
空
な
る
学
を
加
え
れ
ば
、
過
失
が
無
い
と
こ
ろ
ま
で
は
い
か
な
い
も
の
の
、
過
失
は
大
き
く
な
い
。
ど
う
し
て
克
勝
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。『
詩
』・『
書
』
に
お
い
て
「
克
」
は
多
く
「
能
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
し
て
『
論
語
』
で
は
後
文
に
「
仁
を
為
す
は
己
に
由
る
」
と
あ
る
の
で
、
己
に
克
勝
す
る
と
い
う
意
は
無
い
。
か
つ
一
な
る
「
己
」
字
に
二
義
が
あ
る
は
ず
は
無
い
。
偉
大
な
る
か
な
、「
己
」
は
、
孔
子
よ
り
今
に
至
る
千
有
余
年
、
そ
の
意
を
理
解
し
た
も
の
は
す
く
な
い
。「
己
」
と
は
本
来
的
に
過
失
が
無
く
、
天
地
と
一
体
な
る
も
の
で
あ
り
、
天
地
を
包
摂
し
、
万
物
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
ひ
と
り
聖
人
の
も
の
な
の
で
は
な
い
。
万
人
の
も
の
で
あ
る
。「
堯
舜
と
人
は
同
じ
き
な
り
」（『
孟
子
』
離
婁
下
）
で
あ
り
、
孔
子
は
「
心
の
精
神
を
是
れ
聖
と
謂
ふ
」（『
孔
叢
子
』）
と
し
、
孟
子
も
「
人
は
仁
心
な
り
」（
告
子
上
）
と
言
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。）
